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九州創生をとりまく状況等について



16,291,745

16,207,134

16,048,121

15,854,624

15,588,497

15,000,000

15,100,000

15,200,000

15,300,000

15,400,000

15,500,000

15,600,000

15,700,000

15,800,000

15,900,000

16,000,000

16,100,000

16,200,000

16,300,000

16,400,000

16,500,000

H12 H17 H22 H27 R02

126,925,843

127,767,994
128,057,352

127,094,745

126,146,099

115,000,000

116,000,000

117,000,000

118,000,000

119,000,000

120,000,000

121,000,000

122,000,000

123,000,000

124,000,000

125,000,000

126,000,000

127,000,000

128,000,000

129,000,000

H12 H17 H22 H27 R02

人口減少の状況
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九州・山口の人口は全国よりも早く人口減少に転じており、近年の減少率は全国よりも
大きい。

出典 総務省「国勢調査」

九州・山口の人口 全国の人口 単位；人
（ ）前回調査比増減率
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今後の人口推移
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2015年から2045年までに、九州・山口の人口は、１８％減少すると予想されている。
生産年齢人口は２９％、２６９万人の減少、１４歳以下の人口は２７％、５７万人の減少

▲269万人
対2015年比

▲28.8％

出典 国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（平成30（2018）年推計）」

九州・山口の将来推計人口

▲57万人
対2015年比

▲26.7％

▲282万人
対2015年比

▲17.8％

＋44万人
対2015年比

＋10.1％
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慢性的な人手不足

4出典 厚生労働省「職業安定業務統計」

日銀短観 雇用人員判断Ｄ．Ｉ．（九州・沖縄）

有効求人倍率の推移

令和4年8月

山口県1.56

宮崎県1.46

熊本県1.41

大分県1.37

鹿児島県1.34

佐賀県1.33

（全国1.32）

福岡県1.20

長崎県1.15

沖縄県0.94

九州・沖縄企業は、全産業において人員不足感が高まっている。
有効求人倍率も、上昇傾向にある県が多く、人手不足が進む

出典 日本銀行福岡支店「九州・沖縄 企業短期経済観測調査」



5出典 内閣府「地域の経済2020-2021」

コロナ禍における東京圏への一極集中の状況
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労働生産性の格差

出典 内閣府「県民経済計算（2008SNA）をもとに県内総生産（名目）を県内就業者数で除して算出

全国と比べた九州・山口の労働生産性は、平成27年度以降、全国との差が縮まっているが、
依然として100万円以上の差がある。また、ブロック別において最も低い額となっている。

全国と九州・山口の労働生産性の推移

全国との差

▲124万円
全国との差

▲123万円
全国との差

▲128万円
全国との差

▲115万円
全国との差

▲113万円
全国との差

▲112万円

単位
万円/人

単位
万円/人全国

861万円

ブロック別の労働生産性（平成３０年度）


